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衆
議
院
議
員
馳
浩
君
提
出
関
越
道
で
の
高
速
ツ
ア
ー
バ
ス
の
事
故
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

交
通
機
関
に
お
い
て
、
安
全
確
保
は
全
て
に
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
立
入
検
査
体
制
の
充
実
、
限
ら
れ
た
人
員
や
配

置
の
中
で
の
立
入
検
査
の
効
果
的
な
実
施
を
含
め
、
立
入
検
査
の
在
り
方
に
つ
い
て
抜
本
的
な
見
直
し
を
図
る
な
ど
、
実
効

性
の
あ
る
安
全
対
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
。

二
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て

公
益
社
団
法
人
日
本
バ
ス
協
会
及
び
高
速
ツ
ア
ー
バ
ス
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
は
平
成
二
十
四
年
五
月
十
六
日
に
、
一
般

社
団
法
人
日
本
旅
行
業
協
会
及
び
社
団
法
人
全
国
旅
行
業
協
会
に
お
い
て
は
同
年
六
月
六
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
高
速
ツ
ア
ー
バ

ス
（
旅
行
業
者
が
造
成
・
販
売
す
る
高
速
道
路
を
経
由
す
る
二
地
点
間
の
移
動
を
目
的
と
す
る
募
集
型
企
画
旅
行
の
実
施
の

た
め
に
貸
し
切
ら
れ
て
運
行
さ
れ
る
貸
切
バ
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
運
行
に
関
す
る
自
主
的
な
安
全
対
策
を
取
り
ま

と
め
、
傘
下
の
会
員
に
周
知
し
た
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
各
団
体
の
こ
う
し
た
対
応
に
つ
い
て
、

一
定
の
評
価
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
同
省
に
お
い
て
は
、
同
月
十
一
日
に
、
今
夏
の
多
客
期
の
安
全
確
保
の
た
め
の
緊
急
対
策
等
の
具
体
的
な
安
全
対

一



策
に
つ
い
て
、
「
高
速
ツ
ア
ー
バ
ス
等
貸
切
バ
ス
の
安
全
規
制
の
強
化
に
つ
い
て
」
と
し
て
決
定
し
、
重
点
的
な
立
入
検
査

及
び
そ
の
結
果
の
活
用
等
を
直
ち
に
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
ほ
か
、
御
指
摘
の
「
新
た
な
高
速
乗
合
バ
ス
」
制
度
へ
の
早
期

の
移
行
の
促
進
、
参
入
規
制
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
、
今
後
速
や
か
に
検
討
を
進
め
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

御
指
摘
の
「
新
た
な
高
速
乗
合
バ
ス
」
制
度
に
つ
い
て
は
、
同
年
七
月
を
目
途
に
開
始
す
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
後
一
年

以
内
を
目
途
に
、
旅
行
業
者
（
高
速
ツ
ア
ー
バ
ス
を
利
用
し
た
募
集
型
企
画
旅
行
を
実
施
す
る
旅
行
業
者
を
い
う
。
）
に
対

し
、
乗
合
バ
ス
事
業
の
許
可
を
取
得
す
る
よ
う
促
す
な
ど
、
適
切
に
指
導
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
九
日
に
群
馬
県
藤
岡
市
の
関
越
自
動
車
道
に
お
い
て
発
生
し
た
高
速
ツ
ア
ー
バ
ス
の
事
故
（
以

下
「
本
件
事
故
」
と
い
う
。
）
の
被
害
の
大
き
さ
と
御
指
摘
の
「
不
連
続
箇
所
」
が
あ
る
こ
と
と
の
因
果
関
係
は
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
本
件
事
故
の
重
大
性
に
鑑
み
、
安
全
性
を
よ
り
一
層
高
め
る
た
め
、
御
指
摘
の
「
要

請
」
及
び
「
指
示
」
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

二



国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
に
設
置
し
た
公
共
交
通
事
故
被
害
者
支
援
室
の
ほ
か
、
本
件
事
故
を
受

け
て
新
た
に
設
置
し
た
相
談
窓
口
を
通
じ
、
本
件
事
故
の
被
害
者
及
び
そ
の
家
族
等
の
関
係
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
、

関
係
機
関
と
密
接
に
連
携
し
つ
つ
、
被
害
者
等
が
求
め
る
情
報
の
提
供
、
法
律
や
心
の
ケ
ア
に
関
す
る
専
門
的
な
相
談
窓
口

の
紹
介
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
被
害
者
等
の
要
望
を
踏
ま
え
つ
つ
、
可
能
な
限
り
の
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
た
い
。

三


